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ご挨拶

長野県立大学　後援会会長

齋藤　儀信
会員の皆様におかれましては、ますますご健勝のことと拝察申し上げます。日頃よ
り後援会活動につきましてご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
この度、熊﨑前会長の後任として後援会会長を拝命しました齋藤儀信と申します。
微力ではございますが、保護者代表として、学生のよりよい環境づくりに尽力する所
存でございますので、皆様方のお力添えをよろしくお願い申し上げます。
さて、未だ収まる気配を感じさせない新型コロナウイルスですが、私たちの生活に
おいてはWith コロナとして定着しつつあるように感じます。本学においても対面授
業やサークル活動が少しずつ再開され、海外プログラムも海外派遣に向けた検討が進
められており、学生の皆さんが入学前に思い描いたキャンパスライフに近づいている
のではないでしょうか。そのような中、定期総会のWeb 質疑では学生の皆さんへの
十分なサポートに期待するご意見を頂戴いたしました。学生の皆さんが充実したキャ
ンパスライフを送るために何が必要か、後援会ができることは何かを積極的に検討し、
支援して参りたいと考えております。
今後とも後援会活動への皆様の一層のご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。

県立大学のブランド力

長野県立大学　学長

金田一　真澄
昨年、１期生の就職希望者が 100％就職できたことが追い風となり、現在、２期生
も一流企業への就職内定の知らせが続いています。これには、実は県立大学のブラン
ド力が一役買ってると感じています。
県立大学には、県内の真面目に勉強したい高校生たちが集まります。授業料が安い
ので、優秀な苦学生たちも全国からやってきます。阿部守一県知事や荻原健司長野市
長も、入学式・卒業式だけではなく、学生との様々なイベントに喜んで時間を割いて
くれます。長野県の著名人も積極的に授業に参加してくれます。また、県内の企業や
行政機関が県大生を応援し、就職などで温かい手を差し伸べてくれます。こうした県
立大学の素晴らしさが、少しずつ目に見える形になり、県大生がその恩恵をしっかり
自覚して活躍しているようです。
ただ一方で、長引くコロナ禍で寮の運営が厳しい状況にあり、海外プログラムも
海外の急激なインフレや歴史的な円安によって参加費用が高額に膨れ上がり、まだ
まだ山あり谷ありといったところです。
新しく会長になられた齋藤様をはじめ、皆さまには、今後とも一層のご支援、ご協
力をよろしくお願い申し上げます。
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特　集　＊＊＊＊＊　ながの祗園祭に参加！　＊＊＊＊＊
ながの祇園祭―御祭礼屋台巡行―が、６月11日（土）、６月12日（日）に開催されました。
この祇園祭は、善光寺門前の宿坊が建ち並ぶ上西之門通りの一角にある、京都の八坂神社を御本社とする
弥栄神社の御祭礼です。３年ぶりの開催となり、宵山の準備から屋台巡行と、のべ59名の学生が参加しました。

� グローバルマネジメント学科１年　大﨑　琉雅

この度、祇園祭のお先乗り警固という役割を務めさせていただいた大﨑です。この役目がとても重
要なものであるとは事前に知らされていましたが、まさか各地区から１名しか務められない役目だと
は知らず、現地でびっくりしたことが一番記憶に残っています（笑）。私は県外出身者なので、長野
県の歴史や文化に少しでも触れることができればと思っていたのですが、想像以上の規模と熱量に圧
倒され、得られたものが一部とはいえ参加できてよかったと思います。事前準備の屋台の移動から地
域の方と協力して取り組み、県大生としての自分を含め、地域と密接にかかわることができた充足感
がありました。この準備で最後の方で大雨が降ってしまい学生が帰れなくなってしまうハプニングが
ありましたが、「車で送ろうか？」と親切にしていただき、長野県に来たばかりで不安だった自分も、
良い人たちが周りに住んでいるのだなと肩の力を抜くことができました。
経済経営の勉強としても実践的に触れる機会になりました。善光寺の御開
帳と開催が同時期になるように調整したと他の御先乗りの方に聞いたので
すが、その狙い通りにとても盛大に執り行え、この経済効果やその際に必
要なことを考えるきっかけになりました（私は例年を知らないのですが…）。
確かに大変なことはありましたが、それ以上に長野県に住む人たちの人柄
を知る機会になり、参加してよかったと思います。県立大はまだ地元の人た
ちから短大のイメージが強いことを住んでいて感じます。短大時代から良き
文化や関係性を築いていたのは間違いないですが、地域の方に県立大とし
てアップデートしていく時を共にできることはとても楽しみです。個人とし
てできることは少ないですが、小さいことから頑張っていこうと思います。
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「宵山お手伝い」

「お先乗り警固」

「屋台準備」



� グローバルマネジメント学科３年　キュウ　ブンシン

今までの大学生活はコロナの関係で、お祭りや花火大会などの日本でしか体験できないイベントが

すべて中止となりました。想像もしていなかった、人生初めてのお祭りで学生リーダーとして後輩達

を引っ張りながら、ながの祇園祭に参加させていただきました。ながの祇園祭を通して、地域の方だ

けでなく、大学でもなかなか会えない後輩たちとの交流ができて、非常に嬉しかったです。初めての

お祭りで自分が日本にいることが、ようやく実感できました。これからもこのようなお祭りに参加で

きたら良いなと思っています。
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「屋台巡行中」

「西後町の会所にて」 「理事長と一緒に」



Campus Topics　＊＊＊＊＊　学部・大学院　＊＊＊＊＊
●学生表彰
　令和３年度学長賞・学部長賞の受賞者は次の通りです。学長表彰式は７月６日に開催されました。
　（学年は令和３年度時点）

学 長 賞
グローバルマネジメント学科
１年　伊藤 理夏・西澤 歩乃花
２年　大工原 初・前川 素絵
３年　笹原 舞夏・伊藤 琢真

食健康学科
１年　吉越 梨里子
２年　山嵜 嬉良々
３年　湯本 さつき

こども学科
１年　髙木 涼音
２年　吉武 マリアエリカ
３年　田辺 彩花

学部長賞
グローバルマネジメント学科
１年　‌�會田 拓馬・門脇 廉・原 君香・二木 鈴花・長谷川 千優・手塚 英里・星野 和奏	

中山 結衣・宮原 華菜子・唐澤 真奈・髙部 紗永・大久保 光騎・柳沢 奈々子・間宮 千景	
大倉 健輔・羽田野 ちひろ・沖崎 結菜・石黒 寛治・深澤 杏月・三井 弥生・今川 恵介

２年　‌�大前 優香・菊地 美希・中村 ちひろ・筧 翔太・南井 賢大・割田 千尋・佐賀 涼輔	
林 里佳子・三村 健斗・丸山 野乃花・原 優仁・鈴木 啓太・𠮷澤 僚真・池田 百花	
富沢 奈津美

３年　‌�宮嶋 楓茄・祢津 里紗子・長谷川 綾・若林 亮冶・吉田 志織・栃堀 有紀・上條 沙彩	
中西 一輝・宮尾 玖瑠実・小山 美佳莉・小宮 青空・涌井 瑞樹・小瀧 爽一郎	
久保田 花音・田幸 美月・元井 美南海・大井 鞠衣・安藤 桃彩・金髙 奈菜未・隈﨑 清夏	
舟山 颯・堀 愛美・大石 百恵・清水 真那・落合 恵美・小島 葉奈・長嶋 大輝	
菊地 汰成・太田 汐音・小林 梨乃・宮本 優・遠藤 亜依・吉田 未来・中橋 奈子	
山岸 夏己・渡部 里奈・末野 まゆ・村上 郁・柴田 菜々・加藤 那々実・斉藤 大和

食健康学科
１年　‌�金田 真希・加科 莉胡・佐野 怜香・谷口 真唯・松永 日和
２年　‌�草場 日和・平田 朱音・和地 結花・津隈 優愛
３年　‌�井口 由佳子・伊藤 柚美佳

こども学科
１年　‌�酒井 綾音・野村 栞里・齋藤 香那
２年　‌�宮坂 さくら・秋山 千奈・髙木 璃子・井上 愛理・中山 愛梨・小柳 日向子・眞島 奈留美	

上野 日向子
３年　‌�竹内 華・秋山 かな子・井村 宇志・北島 智花・吉原 美優・山﨑 舞

受賞者のコメント�
・まさか自分が表彰対象になるとは思わなかったので、驚いている。この賞に恥じないようがんばりたい。
・表彰式では緊張したが、直接学長から頂けて光栄に思った。
・これからも勉強を頑張っていきたい。
・昨年頑張ってよかったと思った。
・学長賞の受賞を目標に頑張ってきてよかった！
・�学長賞を受賞できる（１番になれる）という自信があったので、表彰式が待ち遠しかった。実際に表彰式に出て気が
引き締まった。来年も頑張りたい。
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●大学院・講義開始

「大学院での学び」
� ソーシャル・イノベーション研究科１年　堀　和基

大学院では、自身の叶えたい未来を創造的かつ具体的にイメージしながら、その実現に求められる

思考法や事業の組み立て方を学んでいる。だからこそ、経営理論を勉強するのと同じくらい対話を通

して自身に向き合うことが必要とされているのが特徴だと考える。民間企業・行政・地域おこし協力

隊等、多様なセクターかつ、各々社会に対して課題感や抱いている問いを持っている人が集まってい

るこの大学院だからこそ、様々な視点から自分自身のことを見つめ直して探求することができている

ように感じる。

最終的に自分のアイディアを事業に落とし込む

のだが、そのためには自身の構想を打ち立てなけ

ればいけない。学部の時では自分の持った問いに

対して自分で仮説を立てて考えることがほとん

どであった。しかし、大学院では授業の中で他の

学生と共に問いについて話し合うことができる

ため、その都度アウトプットができて自身の思考

がブラッシュアップされ、より自分らしい構想を

形にできるのではないかと思う。

「大学院の授業を受けて」
� 健康栄養科学研究科１年　市川　舞

管理栄養士として働く中で、より専門的に地域の実態や課題を分析・評価し、見える化できるスキ

ルや科学的根拠に基づいて健康づくりを実践できるスキルを身につけたいと思い、2022年４月から新

しく開設された健康栄養科学研究科で学んでいます。私自身が長野県立大学の前身である長野県短期

大学の卒業生であることでご縁も感じ、大学院進学を決意しました。

１期生は６人全員が社会人です。社会人入学者ということに不安はありましたが、先生方のサポート

によって、社会人でも学びやすい時間帯・曜

日、オンラインでの授業開講など配慮をし

ていただき、様々な地域・職域で活躍する

仲間とともに学べるという贅沢な環境にわ

くわくしながら学生生活を過ごしています。

大学院での学びを通して、長野県の健康

長寿の維持発展のため、健康や食を取り巻く

課題に対して自分なりの「問い」と「答え」を

持てるよう、取り組んでいきたいと思います。

「ソーシャル・イノベーション研究科の授業風景」

「健康栄養科学研究科の授業風景」
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●学部長・学科長・大学院研究科長　紹介

学　部	 グローバルマネジメント学部長	 ： 穴山 悌三　 教授
	 健康発達部　学部長	 ： 太田 光洋　 教授
	 グローバルマネジメント学部 グローバルマネジメント学科長	 ： 築山 秀夫　 教授
	 健康発達学部 食健康学科長	 ： 草間 かおる 教授
	 健康発達学部 こども学科長	 ： 太田 光洋　 教授
大学院	 ソーシャル・イノベーション研究科長	 ： 大室 悦賀　 教授
	 健康栄養科学研究科長	 ： 稲山 貴代　 教授

＊＊＊＊＊　行　事　＊＊＊＊＊

●令和４年度長野県立大学・大学院入学式

４月16日（土）長野県立大学講堂において、長野県立大学・大学院入学式が挙行されました。

学　部
〈グローバルマネジメント学部　グローバルマネジメント学科：194名〉
〈健康発達学部　食健康学科：32名〉
〈健康発達学部　こども学科：42名〉
大学院
〈ソーシャル・イノベーション研究科：16名〉
〈健康科学研究科：６名〉
以上、学部生268名、大学院生22名の学生が、本学での第一歩を踏み出しました。

「学長式辞」 「会場の様子」
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●オープンキャンパス

　７月16、17日、８月20、21日に本学においてオープンキャンパスが開催され、多くの高校生、保護
者の方が来校されました。在学生もスタッフとして参加し、校内の案内、学科の紹介や高校生の質問
に自分の経験を交え応えていました。
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令和４年度長野県立大学後援会総会
●令和４年度長野県立大学後援会総会の報告
　今年も昨年に引き続きWeb表決での開催となりました。多くの会員の方にご参加いただき、ありがとうございました。
　　第１号議案　令和３年度長野県立大学後援会事業報告（案）
　　第２号議案　令和３年度長野県立大学後援会収支決算書（案）及び監査報告
　　第３号議案　令和４年度長野県立大学後援会事業計画（案）
　　第４号議案　令和４年度長野県立大学後援会収支予算書（案）
　　第５号議案　長野県立大学への後援会業務の委託について
　　第６号議案　令和４年度役員の選出
　以上の議案がすべて承認されました。

令和３年度長野県立大学後援会事業報告
予　算　項　目 実施時期 事　業　内　容

会　議　費 ６月、11月 後援会総会、理事会開催（２回）

事　務　費 ５月～３月 後援会費振込依頼
総会案内、会報発送作業補助謝礼

広　報　費 ９月、３月 後援会会報第５号、第６号発行

サークル活動助成費 ７月～３月 公認サークル17団体へ活動費を助成（公認サークル51団体）
※感染拡大防止計画書を提出・許可されたサークル活動を助成

学生会活動助成費 コロナ禍による活動制限のため支出を伴う該当事業なし
ボランティア活動助成費 コロナ禍による活動制限のため支出を伴う該当事業なし
学園祭助成費 10月 オンライン学園祭FUN2021実施に対し、学園祭実行委員会へ助成
その他自主活動助成費 コロナ禍による活動制限のため支出を伴う該当事業なし
寮生交流活動援助費 コロナ禍による活動制限のため支出を伴う該当事業なし
寮祭助成費 コロナ禍による活動制限のため支出を伴う該当事業なし
ＳＥＱ受講費 ５月、１月 全１年生対象に、年２回実施
キャリアアップ助成費 10月 インターンシップ参加者へPCR検査費用の一部を助成

福利厚生備品助成費 ４月～３月 信濃毎日新聞及び市民新聞の購入（寮）、図書館へ146冊の図書
を寄贈

卒業生記念品 ３月 卒業生へ記念品を贈呈

令和３年度長野県立大学後援会収支決算書
収入決算額　　22,752,894円
支出決算額　　  4,742,917円
　差引残額　　18,009,977円（次年度へ繰越）

◎収入の部 （単位：円）
項　　　　　目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 差引増減（Ｂ－Ａ） 備　　　　考
会　　　費 7,776,000 7,920,000 144,000 40,000円×198人分
繰　越　金 14,550,674 14,550,674
諸　収　入 326 282,220 281,894 預金利息180円、短大後援会解散による余剰金

（県大立大学学生会への寄付として）
計 22,327,000 22,752,894 425,894

◎支出の部 （単位：円）
項　　　　　目 本年度予算額（Ａ） 本年度決算額（Ｂ） 差引増減（Ａ－Ｂ） 備　　　　考

総　　　務　　　費 820,000 769,586 50,414
会　議　費 20,000 35,445 △ 15,445 Web総会、理事会（２回）
事　務　費 400,000 483,781 △ 83,781 郵送切手代、入学式及び卒業式生花代
広　報　費 400,000 250,360 149,640 会報第５号、第６号発行

事　　　業　　　費 9,750,000 3,973,331 5,776,669
学生自主活動促進費 5,450,000 1,743,717 3,706,283
サークル活動助成費 2,500,000 544,590 1,955,410 公認サークル51団体中、17団体へ活動費を助成
学生会活動助成費 200,000 0 200,000 コロナ禍による活動制限のため該当活動なし
ボランティア活動助成費 250,000 0 250,000 コロナ禍による活動制限のため該当活動なし
学園祭助成費 2,000,000 1,199,127 800,873 学園祭実行委員会へ助成（オンライン学園祭実施）
その他自主活動助成費 500,000 0 500,000 コロナ禍による活動制限のため該当活動なし

学生寮活動促進費 2,000,000 870,880 1,129,120
寮生交流活動援助費 500,000 0 500,000 コロナ禍による活動制限のため該当活動なし
寮祭助成費 500,000 0 500,000 コロナ禍による活動制限のため該当活動なし
SEQ受講費 1,000,000 870,880 129,120 ５月、１月に実施
キャリアアップ助成費 650,000 4,235 645,765 インターンシップ参加者へPCR検査費を一部助成
福利厚生備品助成費 650,000 256,616 393,384 新聞２紙（寮）、寄贈図書（146冊）
卒業生記念品 1,000,000 1,097,883 △ 97,883 記念品、手提袋の購入
予　　備　　費 11,757,000 0 11,757,000
総　　　　　　計 22,327,000 4,742,917 17,584,083
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令和４年度長野県立大学後援会事業計画
予　算　項　目 実施時期 事　業　内　容

会　議　費 ７月 理事会、総会の開催
事　務　費 ６月～３月 事務運営に係る消耗品の購入、学生アルバイトへの謝礼等
広　報　費 ９月、３月 後援会会報第７号、第８号発行

サークル活動助成費 ４月～３月 各公認サークル及びサークル本部会への活動費を助成
公認サークル：52団体（６月末現在）

学生会活動助成費 ４月～３月 学生会の組織編成に係る活動費を助成
ボランティア活動助成費 ４月～３月 サービスラーニング参加に係る交通費を助成
学園祭助成費 10月 学園祭実行委員会へ助成
その他自主活動助成費 ４月～３月 学生によるその他自主活動への助成
寮生交流活動援助費 ４月～３月 全１年生を対象とした交流活動等への助成
寮祭助成費 ４月～３月 寮祭への助成
教育環境整備支援費１） ４月～３月 教育的効果を高められる寮内環境整備事業を支援
キャリアアップ助成費 ４月～３月 インターンシップ参加等へのキャリア形成費を助成
福利厚生備品助成費 ４月～３月 寮の新聞購入、寄贈用図書の購入
卒業生記念品 ３月 第２期卒業生への記念品

１）教育環境整備支援費‥‥‥‌�昨年度、予算項目「SEQ受講費」としていたが、SEQ受講のみならず、教育環境整備のための事業を幅広く
支援できるよう「教育環境整備支援費」と変更

＊予備費‥‥‥‌�入学時一括納入いただいた会費４年間分のうち、繰越すべき会費分を除いた余剰分は適切に執行し、学生支援費として還元
できるよう、今後理事会にて使途を検討していく

令和４年度長野県立大学後援会収支予算書
収入総額　26,458,000円
支出総額　26,458,000円

◎収入の部 （単位：円）
項　　　　　目 本年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 差引増減（Ａ－Ｂ） 備　　　　考
会　　　費 8,448,000 7,776,000 672,000 40,000円×264人分×0.8
繰　越　金 18,009,977 14,550,674 3,459,303
諸　収　入 23 326 △ 303 預金利息
計 26,458,000 22,327,000 4,131,000

◎支出の部 （単位：円）
項　　　　　目 本年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 差引増減（Ａ－Ｂ） 備　　　　考

総　　　務　　　費 940,000 820,000 120,000
会　議　費 40,000 20,000 20,000 理事会等
事　務　費 500,000 400,000 100,000 文具、郵送切手等、入学・卒業式生花代
広　報　費 400,000 400,000 0 会報２回発行（９月・３月）

事　　　業　　　費 9,950,000 9,750,000 200,000
学生自主活動促進費 5,650,000 5,450,000 200,000
サークル活動助成費 2,700,000 2,500,000 200,000 公認サークル52団体へ活動助成
学生会活動助成費 200,000 200,000 0
ボランティア活動助成費 250,000 250,000 0 サービスラーニング参加交通費助成
学園祭助成費 2,000,000 2,000,000 0 　
その他自主活動助成費 500,000 500,000 0
学生寮活動促進費 2,000,000 2,000,000 0 全１年生を対象
寮生交流活動援助費 500,000 500,000 0
寮祭助成費 500,000 500,000 0
教育環境整備支援費 1,000,000 1,000,000 0 寮における教育環境整備支援
キャリアアップ助成費 650,000 650,000 0 インターンシップ参加等へのキャリア支援
福利厚生備品助成費 650,000 650,000 0 新聞代（２紙）、寄贈用図書購入費
卒業生記念品 1,000,000 1,000,000 0 卒業記念品代　@4,000×約250人
予　　備　　費 15,568,000 11,757,000 3,811,000
総　　　　　　計 26,458,000 22,327,000 4,131,000

議案に係る質問等（抜粋）
　その他、長野県立大学のHPに掲載してありますのでご覧ください。

Ｑ：後援会業務の委託について、後援会会則などの変更が必要では？
Ａ：業務委託による後援会の会則内容に変更がないため、会則の変更は不要でした。
Ｑ：�予備費についてコロナ禍で様々な支出が無くなっている中、会費は例年通りならば受益者負担となるように

検討してほしい。寮外生交流への助成も考えてほしい。
Ａ：�使途内容については、今後理事会で検討してまいります。コロナ禍における１年生交流会は、寮生だけでな

く寮外生も対象とし、サークル活動費等を含め広く学生活動をサポートいたしました。令和３年度も寮生に
限らず、全学生を対象に助成を行っております。
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Information
●令和４年度　後援会役員の紹介（カッコ内は学生の所属学科）

新しいメンバーを加え今年度もスタートいたしました。

みなさまのご協力よろしくお願いいたします。

会　長　　齋藤 儀信　（グローバルマネジメント学科）
副会長　　山本 智香子（食健康学科）
理　事　　網代 隆雄　（グローバルマネジメント学科）
理　事　　池田 信江　（こども学科）
監　事　　荒井 恵子　（グローバルマネジメント学科）
監　事　　早岡 千恵子（グローバルマネジメント学科）

●お知らせ

これからの行事（コロナの状況によって変更あり）

☆１年生交流会：10月～11月

新型コロナウイルス感染症対策を取りながら、実施できる内容を検討しています。昨年、

交流会ができなかったため、今年こそはとスタッフが頑張って準備を進めています。

☆学園祭　　　：10月22日（土）、23日（日）

対面での実施を予定し準備をしています。まだまだ課題が山積していますが、多くの学

生が関わりアイデアを出し合い準備を進めています。

●後援会事務局より

３月に第１期生を送り出し、４月には学部・大学院に新入生が入学いたしました。後援会では引き続き学

生のために事業を進めてまいります。

学費や授業、後援会事業に関するご不明な点やご相談などございましたら、学生サポートセンターまでお

問い合わせください。

★授業に関すること	 学生サポートセンター教務第一係	 kyomu@u-nagano.ac.jp

★学生生活・学費等に関すること	 学生サポートセンター学生支援係	 gakusei@u-nagano.ac.jp

★後援会に関すること	 学生サポートセンター学生支援係	 gakusei@u-nagano.ac.jp

長野県立大学後援会
〒380-8525　長野県長野市三輪８丁目49番地７号
電話：026-217-5082　FAX：026-235-0026
https://www.u-nagano.ac.jp/for-family/supporters/

後援会ホームページのご案内
後援会の主な事業や会報のバックナンバーをご覧いただけます。

長野県立大学後援会 検索


